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	 本稿では，2015-2016 年度の広島大学短期交換留学プログラム(HUSA プログラム)1に参
加した多国籍の交換留学生が地域と連携して多文化共生の地域づくりの企画実行を行う
ことを課題として取り組んだ「多文化共生の地域づくり実践研究グループプロジェクト」






                                            
1 以後，「広島大学短期交換留学プログラム (Hiroshima University Study Abroad Program)」を「HUSA
プログラム」と称する。広島大学は北米・ヨーロッパ・オセアニア・アジアの 27 カ国の 76
大学及び USAC (University Studies Abroad Consortium) とUMAP (University Mobility in Asia and the Pacific)
の 2 コンソーシアムと協定を締結している (2016 年 11 月時点 )。1996 年より開始され，毎年約
40 名の留学生が「HUSA プログラム交換留学生」として広島大学において 1 年間学んでいる。  
2 以下，本稿では  “Development of Multicultural Local Society Practical Research Group Project”（「多文化共



































しては習得が難しい。Zhu & Bargiela-Chiappini (2013: 384)が，コミュニケーションのエ
? 2 ?
 スノグラフィーに関する研究においてエスノグラフィーが社会的インタラクションとし
ての文化を学ぶために適している（Brislin&Cushner, 1995; Hymes, 1967 参照）と論じてい
るように，異文化間理解において実際に生きる人々と社会的文脈の中で関わりを持つこと
















                                            



























































































 プ」において，HUSA プログラム 2014-2015 年度留学生インターンが国際交流企画実習を


































































	 DMLS 実践プロジェクトでは 36 名で 7 つの多国籍チームを構成した。そのチームのう





















































































































































































	 岩野(2002: 83-88)は，本研究において，異文化間トレランス獲得の段階を 6 段階に分け
て考察している。<第 1 段階>積極的な文化接触の開始時期，<第 2 段階＞命名のポリティ
ックス（「住民」としての基本概念をホスト側が持ちつつも「外国籍の人」「ゲスト」など
の命名から切り離しにくい現実），<第 3 段階>文化摩擦の段階，<第 4 段階>異なることへ




























































の寛容性）」『異文化間教育』 第 16 号，pp.78-91.  
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